
● 特集の有識者解説は、兵庫教育大学大学院の澤野幸司教
授がご自身の経験やセミナーでの実践を踏まえて述べられ
ており、大変参考になりました。中でも、「『変革』と『維持』
のバランスが改革を持続可能にする」という言葉が響きま
した。私の経験でも、学校経営は校長がバランス感覚を持
ち、俯
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的に見ることが重要です。それを可能にするのは、
自身の教員、教頭、教育行政などでの経験をいかに前向き
に振り返り、生かすかにかかっていると思います。（新潟県）

● 特集の北海道夕張郡長沼町教育委員会の事例では、同じ外
部講師による研修会を年数回実施することで、施策の理念
を浸透させて教員の自走を後押ししており、私の自治体では
そうした取り組みを実現できていなかったと気づきました。
学校の代表の１人に研修して伝えるのではなく、同じ講師の
研修を各校で複数の教員が受ける体制づくりなど、教育委
員会の取り組みとして再検討したいと思います。� （長野県）

● 特集の東京都狛江市教育委員会の事例では、「実現可能
なものから」という考え方が参考になりました。自治体の
規模や慣例によっても異なりますが、トップや担当者の交
代が早い自治体では、中長期的な取り組みをすることは難
しく、課題に迅速に対応できる組織をつくるマネジメント
が必要です。その点で、狛江市教育委員会は教育ＤＸに素
早く対応していると感じました。� （山梨県）

● 特集の兵庫県伊丹市教育委員会の事例で、睡眠を中心と
する生活習慣の改善が長期欠席者の減少につながるという
内容にとても興味を持ちました。心身ともに健康な生活は
登校意欲にもつながると思います。そうした実践と成果が
他の地域にも広がることを期待します。� （愛媛県）

● 特集の福岡県築
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郡築上町教育委員会の事例で紹介さ
れた、町立学校の再編統合の取り組みが参考になりまし
た。町の未来と地域の伝統、教育の充実と地域のコミュニ

ティーの保障といった、いわゆる二律背反的なビジョンを
融合させることが、地域住民の理解を得る方策となります。
行政に求められるのは、昔からの地域性を存続させるため
の伝統や行事などへのサポートではないかと考えます。

（千葉県）

● 連載「教育長の視点～その先にあるもの～ ダイジェスト」
の群馬県高崎市の小林良江教育長の記事を読み、地域のボ
ランティア活動が充実しているのは素晴らしいと思いまし
た。また、小学校の早朝開門で保護者を支援していること
も書かれており、地域差や教職員の負担などについて、公
平性を保つ支援のあり方を考えさせられました。�（富山県）

● 連載「教委の新規事業実現までのストーリー」の大阪府
大阪市教育委員会の記事は、一貫した方針の下で継続して
取り組みを行えば、成果は必ず得られることを示していま
した。ただ、途中段階でもう少し早く成果が出せるような、
取り組みの見直しがあればよかったとは思います。長い期
間を経ると時代による変容が加わるため、取り組みの成果
が見えづらくなる気がします。　　　　　　　　　（京都府）

● 連載「データで教育を読む」で紹介された「チャレンジ
ングな経験」のデータが参考になりました。私が接してき
た子どもたちは、結果を早く出したいという傾向が見られ
たので、困難なことや無理だと思ったことに尻込みしてし
まう子どもたちの実態を示したデータに納得しました。学
校には子どもが物事にじっくり取り組み、達成感が味わえ
るカリキュラムが必要だと思いました。� （岐阜県）

● 連載「教育×シティプロモーション 先進事例紹介」の神
奈川県横浜市の事例が参考になりました。私の住む地域で
も、地場産の食材を給食に活用する取り組みを始めとして、
様々な施策を実施しています。それらを積極的に外部に発
信していくヒントをいただきました。　　　　　　（栃木県）
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「優れたリーダーは理論ではなく事例で人を巻き込む。司法は判例、

医療は症例、教育は実践事例で」。学習院大学の秋田喜代美教授の

言葉が印象的でした。今号の特集のどの取材でも共通していたの

は、「次期学習指導要領は現行の深化形であり、実践は 2030 年を

待つ必要はない」ということ。我々も既に始まっている全国の「未

来の実践」を取材していこうと思います。来年度からはウェブサイ

トからの情報提供です。引き続きよろしくお願いします。（齋藤） ©Benesse Corporation 2026
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